
子育て環境の変化
家族・子育て環境・子どもの問題という視点から

特定非営利活動法人
Triple P Japan

家族・親の問題

子育て環境、ワーク・ライフ・バランスについて

子どもの問題



＜親・家族＞
共働き世帯数の推移

男女共同参画白書(H20)より



＜親・家族＞
現代の子育ての特徴

 小さな子どもに接したり、世話をしたりした経験のない母親が増加
２７．６％（1980年） → ４２．１% (2003年）

・子どもの欲求が分からない。
・些細なことでも心配になる。
・子どもにどう関わってよいかわらかず、子育てに自信がもてない。
・イメージしていた子育てと現実の子育てのギャップが大きい。

原田による兵庫レポート（2003年）と大阪レポート（1980年）の比較

・イメージしていた子育てと現実の子育てのギャップが大きい。

 孤立している母親（こどもが乳幼児期）が増加
・近所に話し相手がいない母親

4ヶ月児を持った母親:１５.５%(1980年)→３４.８% (2003年）
1歳半の子を持った母親:１０.５% (1980年) →２２.５% (2003年）

 自分の子どもとよその子どもを比較する母親が増加
10ヶ月児を持った母親:１４.８%(1980年)     →   ６１．８% (2003年）

1歳半の子を持った母親:１７.２% (1980年)  →   ７１．１% (2003年）
 子育てでイライラする

1歳半の子を持った母親:１０.８% (1980年)  →  ３１．８% (2003年）
3歳児を持った母親:１６.５%(1980年)          →  ４２．９% (2003年）

(出典：原田正文 子育ての変貌と次世代育成支援-兵庫レポートに見る子育ての現場と子ども虐待 「名古屋大学出版会 2006」



＜親・家族＞

親=母親?! 父親はどこへ行ったのか…

• 子育てに失敗は許されない
• 「よい子」はカッコいいママのブランド品
• 祖父母から、夫からのプレッシャー→ 嫁よりも孫、妻よりも子

完璧な親を
目指す

• 行動範囲が狭い
• 夫との会話が足りない、夫の話題についていけない
• 自分の名前がどこにもない（〇〇さんのママ、〇〇の奥さん）

励ましだけ
では救われ • 自分の名前がどこにもない（〇〇さんのママ、〇〇の奥さん）

• 子育てが評価されない あたりまえ？

では救われ
ない

• しつけの仕方が分からない。自信がない。
• 誰も教えてくれない。
• エスカレートして止められない。

普通の親が
虐待をして
しまうとき

• 子どもに何かあったら、私のせい。
• 一人だけで苦労している。
• 自分は「母親」だけでしかないのか？

全て私の

せい
子どもを愛せな
くなる母親の心
がわかる本

監修：大日向雅
美より



＜親・家族＞

夫は外、妻は内…

70歳以上 26.7 30.2 5.4 23.3 14.4

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考えについて

賛成 どちらかといえば賛成 わからない どちらかといえば反対 反対
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男女平等参画に関する世論調査 内閣府(2007)より



＜子育て環境＞
家族・職場・コミュニティー…

(資料)
内閣府H19国民生活白書
社会実情データ図録より



＜子育て環境＞
ワーク・ライフ・バランス 希望と現実

 希望と実際のギャップが大きいほど、メンタルの問題が増えると考えられる。



＜子育て環境＞
ワーク・ライフ・バランスと仕事への意欲
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仕事に積極的に取り組んでいる ＜男性：既婚就業＞

子育てしやすい職場環境と感じている人の方が、仕事への意欲が高い
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<資料>：少子化と男女
共同参画に関する専門
調査会「少子化と男女
共同参画に関する意識
調査」平成18年



＜子育て環境＞
育児休業制度、短時間勤務制度利用の職場への影響
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各人が仕事に効率的に取り組むようになった

各人が自分のライフスタイルや働き方を見直すきっかけに…

特に影響・効果はなかった

利用者の仕事を引き継いだ人の能力が高まった

両立支援策に対する各人の理解が深まった

仕事の進め方について職場内で見直すきっかけになった

（複数回答）
 管理者を対象とした意識調査より
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利用者が職場で孤立するようになった

職場全体の生産性が上がった

利用者の職場での評価が低くなった

休業中の子育て経験により利用者が仕事の能力を高めた

会社や職場に対する各人の愛着や信頼が深くなった

職場での社員の間に不公平感が生じた

職場の結束が強まった

職場のマネジメントが難しくなった

各人が仕事に効率的に取り組むようになった

（％）男女共同参画局「管理者を対象とした両立支
援に対する意識調査」（2005年）より



＜子どもの問題＞

子どもの幸福度 （15歳 国際比較）

「気詰まり感や場違いな感じ
がする」「自分は孤独だ」は
日本の子どもは他国と比べ
て、スコアが悪い。

「家族との心理的関係性の薄さ」

「友達との関係性のもろさ」

「コミュニケーション力の低下」
…



＜子どもの問題＞

親とのコミュニケーション頻度の成人後への影響



＜子どもの問題＞
登校拒否・不登校の児童・生徒数の推移

（文部科学省初等中等教育局 資料より）



＜子どもの問題＞
不登校となったきっかけ別児童生徒数と割合(H18）

区 分 小学生 （名） 中学生 （名）

学校
生活
に起
因

いじめ 759 (2.5)

7,068(23.7)

3,929(3.3)

45,692(38.4)

いじめを除く友人関係をめぐ
る問題

2,898(9.7) 20,266(17.0)

教員との関係 782(2.6) 1,649(1.4)
学業の不振 1,555(5.2) 10,139(8.5)
その他 1074(3.6) 9,709(8.2)

家庭
生活
に起
因

家庭の生活環境の急激な変
化

2,302(7.7)

7,901(26.5)

5,402(4.5)

19,659(16.5)親子関係をめぐる問題 4,242(14.3) 9,562(8.0)
家庭内の不和 1,357(4.6) 4,695(3.9)

本人
の問
題に
起因

病気による欠席 2,101(7.1)
11,104(37.3)

7,437(6.3)
44,754(37.6)その他本人に関わる問題 9,003(30.2) 37,317(31.4)

その他・不明 3,692(12.4) 3,692(12.4) 8,788(7.4) 8,788(7.4)
（文部科学省初等中等教育局 2007資料より）（ ）は全体に占める割合



＜子どもの問題＞
養護教諭が支援した子どものメンタルヘルスの問題

養護教諭が必要と判断して支援した、子どものメン
タルヘルスに関す主な問題（Ｈ１６年度）



＜子どもの問題＞
幼児、小学生・中学生のメディアに接する時間

 幼児のふだんの日にテレビを見る時間の年次比較(H18,19)

 小中学生がテレビゲームやパソコン、携帯電話のメールをする時間(H18)


